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１．はじめに 

 東日本大震災から５年目を迎えた福島県伊

達地方特産のあんぽ柿は、2015年度に大字単

位では全地区で加工再開ができることになり

ました。ただ、小字単位では７月の幼果期検

査で加工再開の判断基準
１

である放射線量を

超える地区がまだ少し残っており、加工自粛

することにしています。原発事故が福島県農

業に大きな影響を及ぼし、放射能汚染の被害

が長引いていることを物語っています。 

 ＪＡ伊達みらいは、安全で豊
ほう

饒
じょう

な大地を取

り戻し、90年余の歴史あるあんぽ柿の伝統産

地を守りたい一心で厳寒期の除染作業を行っ

てきました。延べ3.5万人を動員して55万本の

果樹を高圧洗浄機で丸洗いした厳寒期の過酷

な除染作業は「大きなけがもなく、よく耐え

られた」と、いまでも地域の語り草になって

います。その後も、土壌から放射性セシウム

の吸収を抑制するための吸収抑制剤の散布
２

、

幼果期検査、収穫前検査、非破壊検査機によ

る全量検査など、伝統産地を復活させる階段

をひとつずつのぼってきました。 

 全地区で加工再開にこぎつけた2015年度

に、ＪＡ伊達みらいは「あんぽ柿近代化加工

選別包装施設」を建設する計画です。高齢化

が進み担い手が減少する中で震災前の出荷量

を取り戻すため、ＪＡが自らあんぽ柿の加

工・包装に乗り出すと同時にあんぽ柿を活用

した新商品を開発して新たな需要を創出する

戦略です。大正期に青果で売る柿を硫黄薫蒸

してあんぽ柿に加工、付加価値を付けた販売

で出稼ぎをなくした村の伝統精神は、いま積

極的に６次化をすすめるＪＡ戦略に生きてい

ます。 

 本稿は、本誌133号（2014年６月発行）の震

災復興現地レポートVol.６でご紹介した「特

産品『あんぽ柿』の再興に向けて」以降、長

引く原発被災を少しずつ乗り越えて、新たな

産地づくりをすすめるＪＡ伊達みらいの取組

みをレポートします。 

  

特産「あんぽ柿」の新たな需要創造を目指して 

～ＪＡ伊達みらい・管内農家の取組み～ 

調査研究部 震災復興調査班 

 

 

農業･農村･農協 

１．はじめに 

２．被災５年目にして管内全域で出荷再開 

３．活性化へＪＡが加工・包装施設を建設 

４．区分管理を条件に原料柿の移動を解禁 

５．新たな需要創造を目指して新商品開発 

６．おわりに 

 

目 次 

震災復興現地レポート Vol.12

１ 福島県あんぽ柿産地振興協議会（伊達市、桑折町、国見町、ＪＡ伊達みらい、伊達果実農協、ＪＡ福島中央会、ＪＡ

全農福島、福島県農林水産部で構成）は、７月に行う幼果期検査で幼果の放射性セシウム濃度が10ベクレル／kg以下

の検体が80％以上を占める大字の区域を加工再開モデル地区に設定して、加工再開可否の判断基準としている。 

２ 根からの放射性セシウムの吸収抑制対策として、ＪＡ伊達みらいは2014年度に約5,000万円かけて硫酸カリを柿栽

培農家に10ａ当たり２袋（１袋＝20kg）の割合で配布した。 



 

一般社団法人 JA共済総合研究所
（http://www.jkri.or.jp/）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

農業・農村・農協 

 21 
共済総研レポート 2015.10 

 

  

  

  

 

 

２．被災５年目にして管内全域で出荷

再開 

 ＪＡ伊達みらい（以下、ＪＡ）は、柿が植

栽されている2,300か所の全ほ場で放射性セ

シウム線量の幼果期検査を７月に実施、１ほ

場の５か所から合計2.7kgの柿を採って、農水

省委託の指定検査機関で検査した。その結果、

ＪＡの１市２町（伊達市、桑
こ

折
おり

町
まち

、国見町）

管内の大字単位ではすべての地区で、放射性

セシウム濃度が10ベクレル／kg以下の検体が

８割以上を占め、あんぽ柿加工再開の条件を

クリアできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ、小字単位ではまだ線量が高いほ場が

散見され、21地区で2015年度も加工を自粛す

る。この加工自粛量はあんぽ柿の製品ベース

で伊達地方全体の出荷量の１割弱にあたる。

ＪＡは今年から幼果期検査の結果を生産者の

畑の地番ごとにデータ化して台帳管理し、こ

れまで続けてきた９月の収穫期前の検査は実

施しない。 

 伊達地方のあんぽ柿は、被災から３年目の

2013年度に一部の加工再開モデル地区で出荷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を再開して被災前の出荷量1,550ｔの１割強

（180ｔ）が出荷され、４年目の2014年度は同

25％（400ｔ）と徐々に出荷量を増やしてきた。

2015年度は同75％の1,157ｔを目標にしてい

る。同地方のあんぽ柿の出荷団体は、ＪＡの

ほか専門農協の伊達果実農協、商人系統、個

人出荷の４系統ある。このうち、ＪＡの2015

年度の出荷自主目標は800ｔとしている。 

 加工再開地区が大幅に増えたのに出荷目標

が少ない理由の一つは、大きい柿を加工した

贈答用の化粧箱ができないためだ。１個ずつ

個包装した12個詰めの贈答用化粧箱（１kg平

箱）の出荷は今年も自粛する。化粧箱は重量

がなく非破壊検査機で１箱検査するのに５分

も時間がかかり、1,000ｔを超える通常出荷の

あんぽ柿の全量検査には対応できない。通常

出荷のあんぽ柿は１箱1.8～1.6kg
３

あり、そ

れでも１箱検査するのに90～120秒かかる。こ

ＪＡ伊達みらい管内 

東京電力 
福島第一 
原子力発電所 

 

伊達市、桑折町、国見町 

福島市 

福島県 

３ 原料柿が蜂谷（はちや）柿の場合は、出荷ケースの重さが１箱約1.8kg（約230ｇのパック８個詰め）あり、放射性

セシウムの非破壊検査時間は90秒かかる。平核無（ひらたねなし）柿は小粒なので出荷ケース１箱の重さは1.6kg（約

200ｇのパック８個詰め）で蜂谷柿に比べてやや軽いため検査時間は120秒かかるとされている。 

柿幼果期検査の検体を収集 
   （写真提供：ＪＡ伊達みらい） 
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のため、１台6,500万円の非破壊検査機を2014

年度に14台増設して26台にしたが、2015年度

も７台増設して５か所の選果場に33台配置し

た。 

 福島県産の農産物は、放射性セシウム線量

のサンプル検査を実施して出荷されている

が、米とあんぽ柿だけは全量検査となってい

る。あんぽ柿はすべての畑で安全が確認され

なければサンプル検査とはならず、１箱の検

査に５分もかかる化粧箱はまだ当面は出荷で

きそうにない。 

 

３．活性化へＪＡが加工・包装施設を

建設 

 ＪＡは2014年９月にあんぽ柿生産農家

1,301人を対象に、生産農家の年齢構成、加工

再開にあたって苦労したこと、今後のあんぽ

柿の運営方針などを尋ねるアンケート調査を

行った。回答者数は670人で、回収率は51％だ

った。 

 それによると、生産農家の年齢構成は60歳

代が一番多く268人（40％）で、次いで70歳以

上が228人（34％）となっており、60歳以上の

生産農家が全体の４分の３を占めていること

が分かった。40歳代以下の年齢層の生産者は

わずか47人（７％）しかおらず、90年余の歴

史を誇る伝統産地にも深刻な高齢化が忍び寄

っている状況が明らかになった（図１①）。 

 加工再開にあたって苦労した点は「加工と

乾燥室の掃除」「平箱出荷ができないこと」

「毎日の出荷数量制限」「放射能検出に対す

る不安」「ネットの張り替え」「大きい柿を出

荷することができないこと」などが挙げられ

た。また、今後のあんぽ柿の運営方針につい

ては「現状維持」は316人（57％）で最も多い

が、「経営規模を拡大」と答えた人は１人もお 

図１ あんぽ柿生産に関するアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
その他（一部抜粋） 

 ・出荷体制がはっきりするまでは、方針は決められない。 

 ・出荷できる量が増えたら、加工量も増やしたい。 

 ・生産はしたいが、それぞれの販売方法に沿った検査方法を

確立してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
その他（一部抜粋） 

 ・高く売れることが一番だと思う。 

 ・品質維持と技術の継承。 

 ・パッケージセンター 

 ・労働力の確保（アルバイトまたはパート） 
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大型加工施設

の導入

8%

放射能吸収抑
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①生産農家の年齢構成 

②今後のあんぽ柿の運営方針 

③あんぽ柿産地の維持発展のために必要なこと（３つ以内） 
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らず、「経営規模を縮小」と答えた人が109人

おり２割に達し「すべてやめる」と答えた人

も26人（５％）いた（図１②）。 

 さらに、「今後、伊達地方のあんぽ柿産地を

維持・発展させていくためには何が必要です

か」（３つ以内で回答）との問いには、「担い

手の確保」が330人（31％）で一番多く、次い

で「放射能検査体制の充実」246人（23％）、

「放射能吸収抑制対策の開発」159人（15％）、

「栽培・加工技術の向上」119人（11％）、「大

型加工施設の導入」80人（８％）との回答と

なっていた（図１③）。アンケート調査結果か

らは、若い担い手の極端な不足と、大型の加

工施設（パッケージセンター）の建設という

課題が浮かびあがった。 

 ＪＡの数
かず

又
また

清市常務理事（営農生活・原発

震災復興担当）には「震災が発生してから４

年以上が経過している。当時70歳の人は75歳

になり、さらに５年後には80歳になる。ＪＡ

管内には25万本を数える柿の木という地域資

源がある。高齢化で担い手が少なくなれば管

理が行き届かない畑が出てくる。加工する人

が少なくなれば原料柿が余る時期が必ず来

る」と、伝統産地を継承していくためには何

かしなければならない危機感がある。高齢化

や深刻な担い手不足に対応し、震災前の出荷

量を取り戻すためＪＡは2015年度に「あんぽ

柿近代化加工選別包装施設」
４

を造ることに

した。 

 同施設においては、原料柿を買い付けて皮

むきから硫黄薫蒸、乾燥、包装など一連のあ

んぽ柿を作る作業を行う加工工程と、乾燥さ

せたあんぽ柿をバラで搬入して消費者に届く

荷姿にパッケージする包装工程に対応した２

つの施設が整備される。施設で働く人は約60

人の予定で、夏場の繁忙期にはモモやキュウ

リの選果場で約120人が働いているので、その

半分くらいの人に冬の雇用を確保し年間就労

の場を提供する計画だ。 

 

４．区分管理を条件に原料柿の移動を

解禁 

 放射線量は全地区で確実に下がってきてい

る
５

。このため、2015年度から原料柿の移動

（売買）を生産者ごとに管理することを条件

に解禁した。生産者ごとの区分管理を条件に

したのは、出荷時の検査でスクリーニングレ

ベルを超えるあんぽ柿が出た場合に、どこの

ほ場の原料柿か分かるようにするためであ

る。原料柿を生産者ごとに区分けして干し場

を使い、出荷時のバーコードも原料柿の生産

４ ＪＡが2015年度に建設を計画している「あんぽ柿近代化加工選別包装施設」は２階建てで、延べ床面積は5,000㎡

（うち、1,000㎡は既存の施設を利用）、国や県の補助事業を使う予定にしており総事業費は12億円、生産量は製品ベ

ースでＪＡの震災前の出荷量の３分の１に相当する500ｔを計画している。 

５ 2014年度は前年度の2.5倍のあんぽ柿が出荷され202万パックが全量検査されたが、スクリーニングレベル（出荷基

準値）の50ベクレル／kgを超えたのは3,123パック（0.155％）である。 

ＪＡ伊達みらい 数又清市常務理事 
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者ごとに付けることが条件になっている。国 

からはほ場ごとに区分けして加工するように

指導されたが、「あまりにも面倒だ」との意見

が出て生産者ごとの管理になった。 

 ＪＡのあんぽ柿生産部会長の宍戸里司さん

（63）は「原料柿の移動は手間がかかる区分

管理をしなければならず、買ってまで加工す

る人がどれくらいいるか分からない」と言う。

「毎年、12月近くになると産地全体に『さあ！

柿むきだ』という気分的な張りが感じられた

が、震災以降それが弱くなっているような気

がする。寒い時期に苦労して皮むきしなくて

も、原発事故による逸失利益補償がある。お

金が絡んでくると問題を難しくする。農家は

物を作って、売って、食べてもらっておいし

いと言われた時が一番うれしいし、意欲がわ

いてくる。何もしないで補償をもらっている

だけではダメだ。働けばお金は後からついて

くる」と、生産農家の意欲の低下を心配して

いる。 

 さらに、宍戸部会長は「放射性セシウム線

量は１本の木でも根本、梢
こずえ

、側
そく

枝
し

、１年枝、

５年枝など樹体の部位によって違う。５年も

経つと根からセシウムを吸い上げるのではな

く、ほとんどが樹体に入ってしまっているよ

うだ。このため、どこで突然高線量の柿が出

るか分からない。だから、全量検査が必須に

なっている。今後は自然減衰で樹体からセシ

ウムを吐き出すのを待つしかない」と、ほぼ

全域で出荷再開となったものの一部地域にま

だ残る放射能汚染への不安を隠さない。 

 同副部会長の高橋孝さん（65）は2013年度

も出荷自粛を余儀なくされ、震災４年目にし

てようやく出荷が再開できた。高橋さんの畑

はＪＡ管内では一番北側にあたる国見町にあ

り「原発から70kmも離れている宮城県境の国

見町まで放射能が飛んできたのには驚いた。

ガス状になって飛んできたと言われており、

空間線量はあまり高くない所でも（セシウム

線量が）スポット的に高いところがある」「秋

になると柿をもいで捨てる作業を３年間も繰

り返した。夕方は疲れとともに気持ちが落ち

込んで切なかった。せっかく収穫した柿を捨

てるというのは身を切られる思いだった」と

当時を振り返る。高橋さんは祖父の代から60

年以上続いたあんぽ柿生産農家で、高橋さん

で３代目になる。昨年度、ようやく出荷が再

開でき「東京電力から逸失利益補償をもらう

より、あんぽ柿はむいてこそなんぼという働

く喜びがある」と意気込んでいる。 

あんぽ柿生産部会 宍戸里司部会長 あんぽ柿生産部会 高橋孝副部会長 
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５．新たな需要創造を目指して新商品

開発 

 伊達地方では、昔からあんぽ柿入りのパイ

を焼き、あるいはあんぽ柿でケーキを作るな

どいろいろ工夫してあんぽ柿を利用してきた

歴史がある。震災前は年に１回、学校給食に

もあんぽ柿を提供するなどの実績もある。 

 ＪＡは2015年２月に初めて「あんぽ柿料理

コンクール」
６

を企画した。このコンクール

はあんぽ柿を若い人に食べてもらうための消

費宣伝と、あんぽ柿を利用した新しい商品を

開発する狙いがあった。それは2015年度に建

設予定の「あんぽ柿近代化加工選別包装施設」

で出るすそ物を再加工して、付加価値を付け

て販売する一石二鳥の戦略である。本来は同

施設に二次加工する設備を併設すべきだが、

食品加工には食品衛生上の許認可問題があるの

で、当面は県内のお菓子屋さんに委託加工して

もらってＪＡブランドで販売する。さっそく、

コンクールでグランプリの福島県知事賞に輝い

た「あんぽチョコ」は、来年２月のバレンタイ

ンデーまでには商品化することにしている。 

 ＪＡはこれまでも特産のモモを原料にした

ストレート果汁100％の「伊達の蜜桃」や「伊

達蜜桃の塩飴」「伊達蜂屋柿の黒飴」「伊達の

恵ゼリー（桃、柿、りんご）」などのオリジナル

ブランド商品を開発・販売してきているが、あ

んぽ柿の加工品づくりは初めての挑戦である。 

 農林水産省は農産物に付加価値をつける６

次産業化で、農家の手取りを増やすように指

導している。数又常務理事は「原発事故がな

くても、これからの農産物販売は６次化して

付加価値を付けなければならない時代に来て

いる。建設予定の加工施設で生産する商品は、

当面はＪＡブランドで販売するが、将来は大

型量販店のＰＢ商品を作り、パッケージデザ

インを変えるなど高単価が確保できる商品開

発をしたい」と、農家所得の増大に向けた取

組みをさらに前進させる考えだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ コンクールには、地元のあんぽ柿生産者や一般の消費者が考案したアイデアあふれる83点の作品が集まった。審査

は、おいしさ、作り易さ、仕上がりの完成度、オリジナリティー、地域振興の５項目で評価され、グランプリの福島

県知事賞には「あんぽチョコ」が、ＪＡ福島五連会長賞には「あん菜チーズ巻き揚げ」が選ばれた。 

あんぽ柿料理コンクール・審査風景 

あんぽ柿料理コンクールグランプリ 
「あんぽチョコ」（写真上）、 

「あん菜チーズ巻き揚げ」（写真下） 
（写真提供：ＪＡ伊達みらい）
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６．おわりに 

 ＪＡ伊達みらいの震災復興には特徴があり

ます。それは一大園芸産地を築く取組みです。

2011年の震災以降、ＪＡが独自に毎年約２億

円を拠出する「農業振興支援事業」を５年間

継続して実施しています。園芸施設等の施工

費も含めて半額助成する同事業は地元農家に

好評で、パイプハウスが急増するなど成果を

あげています。2014年度のキュウリの販売額

は20億円に迫るまで増えました。しかし、ま

だモモやあんぽ柿など果実の販売額が震災前

の水準まで戻っておらず、ＪＡの全体の販売

実績は震災前の８割の水準にとどまっていま

す（表１参照）。2015年度は同事業に過去最大

の2.7億円を計上、そのうち1.1億円は水田を

園芸品目に転換する際のほ場整備などに助成

しています。低迷する稲作から転換して園芸

生産を拡大する方針です。 

 福島県北地区４ＪＡ（ＪＡ新ふくし

ま、ＪＡ伊達みらい、ＪＡみちのく安

達、ＪＡそうま）は、2016年３月１日

に合併して「ＪＡふくしま未来」とな

ります。合併後も当面は地区本部制を

採ることにしていますが、あんぽ柿は

99％が伊達地方で作られる特産品であ

り、伝統産地の地位が揺らぐことはあ

りません。 

 震災があって延び延びになっていた

「あんぽ柿誕生90周年」の記念式典が

2015年３月、３年越しに開かれました。

数又常務理事は「出荷再開ができなけ

れば90周年は祝えなかった。震災、原

発事故という大きな壁を乗り越えて、

ようやく2015年に全地区で加工再開ま

でこぎつけることができた。大先輩が

築き上げてきたかけがえのない伝統産

地を継承でき感慨深い」と述べ、加工・

包装施設を造って６次化を図り産地を

活性化するという目標に向かってまっ

しぐらに進んでいます。 

 ＪＡの新しい施設から新商品が生ま

れ、あんぽ柿の販路が広がる可能性に

「イノベーション」という言葉が思い

浮かびました。 

 

表１ ＪＡ伊達みらいの受託販売品取扱実績 

（単位：百万円） 

年 度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

穀 類 合計 619 690 622 1,073 626 848 

出荷米 433 491 420 870 426 689 
 

その他穀類 186 199 202 203 200 160 

野 菜 合計 3,135 3,096 2,756 2,207 2,957 2,841 

ニ ラ 298 294 218 225 216 217 

キュウリ 1,861 1,859 1,814 1,356 1,998 1,929 

エンドウ類 344 346 303 252 233 256 

インゲン 142 78 74 63 102 87 

トマト 126 115 122 108 150 116 

春 菊 109 109 68 90 113 98 

 

その他野菜 255 295 157 113 145 139 

果 実 合計 6,124 6,120 3,342 3,406 4,264 4,239 

イチゴ 757 674 640 629 646 616 

生食モモ 3,084 3,000 2,129 2,293 2,864 2,649 

ブドウ 356 346 272 308 338 308 

プラム 137 65 89 73 81 70 

あんぽ柿 1,596 1,849 67 ―― 200 472 

 

その他果実 194 186 145 103 135 124 

畜 産 合計 156 131 122 142 136 155 

 肉 用 牛 86 60 53 62 53 70 

子 牛 45 44 39 44 46 44 
 

そ の 他 25 27 30 36 37 41 

菌茸類 71 61 42 36 42 38 

花卉・花木 34 31 33 31 30 23 

その他 674 727 552 550 617 634 

合 計 10,812 10,856 7,470 7,445 8,674 8,778 

注：①百万円未満を四捨五入しており合計値は一致しない 

  ②会計年度は、当年３月１日～翌年の２月28日まで 

  ③ＪＡ伊達みらいの各年次の通常総代会資料から作成 
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（謝辞） 

 大変お忙しいところを聞き取り調査にご協

力頂き、また、関係資料や写真を提供頂きま

したＪＡ伊達みらいの数又清市常務理事、松

浦新一郎前営農生活部長はじめＪＡの関係者

の皆さん、同ＪＡの宍戸里司あんぽ柿生産部

会長、高橋孝副部会長にこの場を借りてお礼
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＊本レポートは2015年１月26日と９月15日に

行った現地調査に基づいて、とりまとめた

ものです。 

 

（参考資料） 

・ＪＡ伊達みらい『ＪＡ伊達みらいあんぽ柿

90周年記念誌（発祥の地五十沢あんぽ柿90

周年記念誌）』（2015年３月） 

・ＪＡ伊達みらい『協同活動の成果と計画：

第20回通常総代会資料』（2015年５月） 

・ＪＡ伊達みらい「あんぽ柿生産に関するア

ンケート集計結果」（2014年９月16日～24

日実施） 

 

（文責：調査研究部 研究員 上田 晶子） 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


